




















１９９０年代から 日本社会の変化や２０１１年３月の大惨事に対して がどう対応した を分析すれば明らかである。歴代内閣における決断 の欠如、際限 き論争、諸改革の延期。計画をまず骨抜きにし、次にそ を採択し、そしてそれを実行に移
─
この一連の政治劇のために生じる政党間
























ことであろう。さらに興味深い は、当時首相 震災後の再度 「転向」である。菅
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のこと はない。政治に対するこの種の幻滅は、全ての民主主義国家に見られるものである。日本おける権力構造がアメリカ合衆国や英国同様 他の国、特にフランスより多少見えやす だけである。　
そして、２０１１年３月
（（日、福島の原子力発電所の大惨事が起きた。この事故は未だに収束して
おらず、これからも長く続くだろうと思われる。避難を命じられた人々、放射線 さ される人々、情報を与えられずいいように操られ 人々、汚染された土地、海洋、河川、収穫物 家畜、 つまでも居住も耕作も不可能な地域。政府の公式発表に基づく情報が信頼に足 かどうかについては 確信をもつことはできない。フクシマは、日本社会が恐れ 抱い たことを確かめる大規模な〝実験台〟となってしまった。情報操作、情報隠蔽、機能不全、国民の利益より権力の利益を優先させ こと、これらに関する危惧が検証されたのだ もはや、国民の信頼を勝ち得る は不可能であ 。被害が地震による のか、その
4（分後に発生した津波によるものかについての議論がなされなかったとこ
EBISU311・6　　［出力］ 2013年4月3日　午前10時16分四六判：128×188mm　本文書体：リュウミンPr6N-L　13Q　行間9H　45W×18L







1518 10 5 1














































集まり、正当性を持てば持つほど危険 近づく。そ 自ら 利益と管理する民衆 利益あるいは
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その存在自体が一致すると信じこむようになっていく。全ての権力は、生産性とは逆の方向に向かい、自らを危険な存在へと変化させてしまう。そしてその方向に近づけば近づくほど、権力は脆弱になり、またそれゆえ自衛に走る。メディアによれば、福島の事故によってだ でなく、地震発生の可能性の高い地域に原子力発電所 建設されたという事実によっても、産業界の利益により添うテクノストラクチャーの姿がむき出しになった。福島の発電所と同様 、テクノストラクチャーも衆目のも にその無力さをさらし崩壊した。２０１１年の春、そ て同年夏から現在にかけて、テクノストラクチャーは、自らの責任を軽減あるいは抹消し、自らの再構築を画策し いる。しかしャーはも や正当性をもたず、信頼を失 のである。　
こうした状況は、政治や社会制度に関わる新たなコンテクストを生み出そうとしている。１９８０










ある。自らのネットワークからはじき出した国民 民衆一般、働いて消費して子を育てる人々、つまり選挙民と との間の媒介物として政府が必要な である。テクノストラクチャー 瓦解 た今この状態を打開する唯一の方法は、日本の発展を方向づける行政府、産業界、マスメディア、研究教育機関などの間に新 な関係を構築することである。そこから構造改革や経済危機 そ て大災害の被害者も除外してはならない。彼らこそが、崩壊したテクノストラクチャーを再構築する新たな権力となる。こうした移行 、広がりつつ加速している。再構築の為の潜在的な手掛かりは手の届くところにある。
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ise, （0（（ ）。それらの議論 は、二




意味で物議を醸すものとなった。彼 挙動は、既存の権力 傲慢を露わにしただけでなく 大災害を前に直面した権力側がいか 何もわかっていないかを露呈した である。つまり彼は 現地 責任者の能力を測り損ねただけでなく、現在の日本で使 ことができる能力を認識すること できな ったのだ。その能力を用いれば、住民たちの静かなる知識を政治的決断に反映させることができたはずであった。そのいい例が、わが子の健康について不安を抱く母親たちの毎日の行動である。彼女たちガイガーカウンターを手に 各地の放射線量をネット上にアップし 地方 国 政治家に対して解決策をせまった。だが、政治家たちが無能だとわかると 自ら解決策を見つけてきた。官僚も政治家もこうした女性たちを以前 ように家庭に閉じ込めておくことはもうでき いのだ。公 場に出てき女性たちは、そこに留まるであろ 。彼女たちは、国民にとっての政治とは かをよく知っ る。　
以上から、次のような結論を引き出せる。核エネルギーの安全性や原子力発電所の信頼度および安
全性については、いくら研究しても くら議論しても無駄だ、と うことである。いつになって 決着がつかない問題なのである。これら 問題はある種の曖昧さを内包し いる。そ ため、議論をしている間に、原子力産業とそれと結びついている経済界および政界とが、発展し続けてしまう。彼らは、安全性には充分注意を払っている、住民を守るためそ 信頼に値する設備 保証す ため 最善を尽くしている、と主張するだろう。しか 、フクシマの大災害は、こうした議論 前提条件を変えてしまった。つまり 現行の民主主義の制度では 技術・産業を頂点とする日本式構造 管理することも運営することもできないとい 事実が、こ 大惨事を通じて明らかになったのである。こ 構造は、資本、関連産業、政治・社会・経済に対す 影響力をあまりにも集中させている めに、どんな民主主義的管理からもはみ出した存在であ 。実際、原子 発電所のリスクに関し は、現在も将来も、何らかの立場をと は不可能である。ひょっとすると、原発のリスク 克服でき 技術が
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たい。 「未完の近代化」という発想は、丸山眞男の作品全体にわたって現われる。 「我々日本人にとって、近代思想とは、乗り越えるべきも ではなく、 まだに到達すらしていないものなのだ」 （丸山
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al, vol 9 （






























































































































































































































































al, vol. 9 （
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